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【注】　　　　　　　　　　　　　
ⅰ  むろん、ここで用いている語義の便宜的なもの
で、より適切な用語の語釈は、ALあるいは
CSLの研究と実践の蓄積をまってなされなけ
ればならないことはいうまでもない。ALに限っ
てみても、小中学校から専門学校、大学までの
学校教育機関で、さらに分野を見ても多様な科
目で展開されている。そうした広がりを一覧す
るには、さしあたり雑誌『教育展望』（2015年
９月号）の特集「アクティブ・ラーニングの学
習像―─その現状と展望」参照のこと。これら
を一義的に定義することは不可能であろう。
ⅱ  Earl（2003：31）の表3.2を筆者が翻訳。
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アクティブ・ラーニングの評価に関する一考察　―コミュニティサービスラーニングの評価に焦点をあてて―
